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性解放には結びつかないと主張している。（Clements  B. E. “Emancipation through 
Communism”; The Ideology of A. M. Kollontai, Slavic Review vol. 32, No.2 ）また Clements は




さて１９９２年に出たHelena Gosciloの”Domostroika or Perestroika ? ”, “The Construction 
of Womanhood in Soviet Culture under Glasnost” in Thomas Lahusen, ed., Late Soviet Culture : 



















なお、本論文は 1994 年刊行の『もう一つの革命 アレクサンドラ・コロンタイと≪そ





少子化政策―駒澤大学総合教育研究部外国語第一、第二部門外国語論集 第 15号 2013年
9月、『人口動態、ジェンダーから見たチエホフと≪サハリン島≫』2014年 9月 地球倫
理学会刊行、ロシア極東科学アカデミー刊行の論文 Политика президента Путина против 
снижения рождаемости с гендерной точки зрения стр. 27-40 Материалы 24 




（１）Что дал Октябрь женщине запада? А. М. Коллонтай. Избранные стати изд. Полит. 
Лит. 1972, стр. 362  
（２）К. МАРКС и Ф. ЭНГЕЛЬС, Сочинения, 2-ое изд., Том 38, стр. 145 
（３) Что дал Октябрь женщине запада? А. М. Коллонтай. Там же, стр.361 
（４）瀬地山角 『東アジアの家父長制 ジェンダーの比較社会学』、勁草書房、 
1996年、83ページ。 
（５) Независимая газета 1997 г., 10 июля, стр. 6  
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第一部 コロンタイの生い立ちとその後の活動 






























































































































































































































































    



































市場で輸出第 2 位を占めている石油、メキシコを金属の採掘量で世界第 1 位にしている銀
（全世界採掘量の 39%）、鉛、金、銅が挙げられる。メキシコは不思議なほど金属類に富ん




































































（１）『共産主義への道』278 ページ、『十月』第 9 号 1945 年 
     Мой путь к коммунизму, Октябрь, Номер 9,1945   
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Edited with an afterward by Orbach and Cahambers, Irving Fetcher, 
Autobiography of a sexually emancipated woman, London, 1972     
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（３）この文は  『ヴェチェルニャヤ・モスクワ』 1927 年 9 月 22 日より転載した。 
Непроторенными путями, Москва, 1988 Наука стр.43 
Там же, стр.45 
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Революция Великая Мятежница 
Избранные письма 1901-1952 Москва, Советская Россия 1989 
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第３章 マルクシズムへの覚醒とベーベルの影響 






















































































































ベーベルは 1879 年 2 月ライブツイヒで、 『女性と社会主義』の初版をだした。折しも
社会主義者鎮圧法施行下のもとであったから当時としては画期的なことであった。その後
女性解放のバイブルとして多くの人々に読まれ、 1900年にはベーベルはその著作に最後の




















































































































































































































































































































    
アウグスト・ベーベル『女性と社会主義』、ペトログラード、1918年、初版、1913年 
    
使用文献  
Коллонтай А. М. Избранные статьи и речи, М., Политиздат, 1972 стр. 430, На обороте тит. л. 















（２） E. イフレエル『ドイツ婦人労勘者の組織化、その成立と発展』ベルリン、1893 年
(E.IHRER, Die Organisationen der Arbeiterinnen Deutschlams ihre Entstehung und 
Entwickelung. Berlin, 1893&)    




















交渉に関する速記による報告。 1878年 5月 8日）   
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第二部 コロンタイの母性論 
第４章 誰に戦争が必要なのか⁽¹⁾ 



























         
誰に戦争が必要なのか？  
１９１５ 年 
      










































































































































































の資本主義国における人民の金はどこにいってしまったのか？ 学校へ？ 病院へ？ 労














































































































































































































































































































  註 
 (１) A. K. 『誰に戦争が必要なのか？』ソビエト全ロシア中央執行委員会出版、    
１９１６  
А. К. Кому нужна война?  Издательство Всероссийского Центрального 
Исполнительного Комитета Советов 1916  
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第 5 章 母性原理  
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い、黒ぐろとした、川の深さは人を引きずり込むようで心を不安にした……。 
    
（4）染色女工のマーシャ 
工場の染色部門でハプニングがあった。意識を失った女工が運び出されたのだ。彼女に何






































































































   
ノルウェー         93 人 
スイス           89 人 
イギリスとフィンランド   88 人 
フランス          86 人 
オーストリーとドイツ    80 人 
ロシア           72 人 









































































































































































































































































  註 
（１）全ロシア中央委員会発行の１９１８年モスクワ版による。元の版は１９１４年の
サンクト・ペテルブルグ版である。 
Работница-Мать, Изд. Всероссийского Центрального Комитета Советов Р., 
С, Кр. и Казач. депутатов, М., 1918  
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ンタイはこの項の最後に母子保護に関する法規の策定をつぎのようにまとめた⁽⁵⁾。 














































（１）コロンタイ『社会と母性』１９２１年、国営出版社、１１３～１１４頁。この著が    
初めて刊行されたのは１９１６年にさかのぼる。１９２１年版では第一部のみ筆者 
   は手元に所有。第二部も存在し、そこには詳細な統計資料も掲載されている。 
      Общество и Материнство, Госиздат. 1921 
（２）Там же стр. 189 
（３）Там же стр. 225  
（４）Там же стр. 239 
（５）Там же стр. 241-242 
（６）Там же стр. 260  






















































1917 年 10 月 25 日 21 時 40 分、巡洋艦「オーロラ」がペトログラードにある冬宮攻撃開
始の合図をするため空砲を発射した。この空砲の合図によって、新生ロシアが誕生した。






















法制化に心を砕いた。その具体例として 1917 年 12 月 9 日付の離婚に関する法令、夫婦の





























も 1920 年急死したことによりコロンタイがこれに代わった。 
この頃コロンタイは女性労働者と農婦の生活条件が微妙に変化しつつあることを感知し
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ました。このような人間とは断じて暮らせないと！」⁽⁹⁾と記されている。革命間もない時
代の貧困と混乱の狭間でコロンタイは悲憤やるかたない思いを綴っているのだ。事実、乳児
をかかえた女性は一般的に解雇されやすく、男女差別は禁ずる必要があると 1922 年 2 月に
法令まで出されるが現実にはまもられなかったようである。女性の失業による売春婦への転

















      
 註 
（１） Революционер, трибун, дипломат, Очерк жизни Александры 
Михайловны Коллонтай, Иткина А. М., М., Политиздат, 1964 
（２） 『経済の発展における女性の状況』国営出版社、モスクワ、1922 年。 
Положение Женщины 1922 в эволюции экономии, Госиздат., М. 
（３） Там же стр. 125 
（４） Там же стр. 163 
（５） Там же стр. 125 
（６） Там же стр. 168 
（７） Там же стр. 172 
（８） 『20 世紀ロシア文学アンソロジー』杉山秀子編訳 2002 年新樹社 216－236ページ。 
（９） Там же стр. 228 
（１０）СУ РСФСР, 1922, Номер18, стр. 203 
（１１）Положение Женщины 1922 в эволюции экономии, Госиздат., М.  
Там же стр. 172      
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（２）А. М. Коллонтай. Труд женщины в эволюции хозяйства, 1928, стр. 22 
（３）Там же стр.175 




































































    
農村住民（納税者）の社会的構成表 （１）      （人数―１０００人） 
社会構成グループ 1924年－25年度 1925年度 1926年―27年度 
プロレタアリアート   ２１８４  ２４５４ ２５６０ 
貧   農 ５８０３ ５３１７  ５０３７ 
中   農 １３６７８ １３８２２ １４２８０ 
起 業 家 ７２８ ８１６ ８９６ 













































































13 歳で故郷を出奔、モスクワに出てきて自活する。年に一回、30 日から 40 日農村に戻り、






























     
 次の事例 
39 歳の金属工が主人公である。彼は人生の 4 分の 1 を苦役と流刑で過ごした。彼は農村









不和状態に陥っていた。― 略 ― 



































































し、第 10 回党大会でレーニンの激しい理論的攻撃を受けるに至る。1922 年コミンテルン
にコロンタイは「22 人の声明」の直訴状を提出するが、認めてもらえず、逆に共産主義の






















（１）Тяжесть обложения в СССР. Социальный состав, доходы налоговые платежи 








（６）Социалистический вестник 1921, 14-15; 1922, 1 
（７）М. Зоркий, Рабочая оппозиция. Материалы и документы 1920-1926 гг. М. Л., 
1926 
（８）Правда, 2 ноября 1988 г., с. 2, 4 августа1989 г., с. 3   
（９）Kollontai. A., 1872－1952：The workers opposition in the Russian Communist  
Party: Originally published in Chicago: Industrial workers in the world 1921, p. 9 








































































   
このうち筆者（イネッサのこと）の意志に反して「恋愛の自由」と言えば、一般読者大衆
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は必ず 8､9､10の意味ととられることは明白であるとレーニンは主張するのである⁽⁵⁾。 




























































  註 
 （１）Любовь пчел трудовых, Госиздат. 1923, стр. 44 
 （２）Там же, стр. 41 





Rudolf Schlesinger, Changing attitude in Soviet Russia. London, p. 72 
（７）Иткина, там же стр. 209  
（８）エンゲルス著、戸原四郎訳『家族・私有財産・国家の起源』岩波書店、 
１０９ページ。 

















































































































(1) Новая мораль и рабочий класс. Изд. Всероссийского исполнительного  
комитета советов Р.К. и депутатов М., 1919 
(2)  Дорогу крылатому эросу! 1923, Молодая Гвардия 
(3)  Там же, стр. 122 
(4)  Там же. 
(5)  Там же. 


































以上の条件は様々な曲折を経て 1926 年 11 月 19 日、全ロシア中央執行委員会総会で新家族
法典となって採択され、翌年、1927 年 1 月 1 日に正式発効された。ここではこの法典を 26
 - 109 - 
年法典と呼ぶことにする。当時事実婚主義に対して根強い反対意見があったが、賛否両論は、
当時の世相をよく表しているといえる。ここでは便宜的に１８年法典を A とし、２６年法
典を B とする）。 
（Ⅰ）について（第五章 夫婦の権利と義務） 






















（Ⅴ）について（第三部 家族の権利 第一章） 
A・133 条 家族の基礎は実際的な出生によって認識され得る。婚姻外の出生と婚姻内の出
生との間にいかなる差異もあってはならない。 
注 1 両親が婚姻関係にない子どもはあらゆる点で両親が婚姻関係にある子どもと同等の権利を有する。 



























さて上述の（I）から（V）の項に加えなかったが、18 年法典と 26 年法典との際だった対
比を構成しているものとして言及せざるをえない項目に着目してそれらに言及しておく。 
これまでのソヴェート時代の婚姻法を時系列的にたどると以下のようになる。 
1917 年 民事婚、子および、身分証明登記の実施に関する布告 12 月 18 日 
1918 年 身分証明書、婚姻法、家族法、後見法に関する法典（18 年法典と仮に呼ぶ） 
1926 年 婚姻、家族、後見に関する法典 （26 年法典と仮に呼ぶ） 










12 月 20 日までの教会婚ないしは宗教婚は登録婚と同じ効力を発揮することが付記されて




































































    




         
  たとえば離婚の一方的申し立てによる解消は、立法者の意図に反しで農村部では女性に









































































































































受け入れた。ウラジーミル県土地委員会は 1922 年 6 月 3 日、夫、ガブリロフとマリヤの間
には婚姻は成立していなかったとし、郷土地委員会と郡土地委員会の決定を破棄した。 
マリヤ・ガブリロワによる、県土地委員会決定の破棄申し立てにより、土地紛争最高統制
















は実質的には 1944 年のソ連邦のウカース УКАЗ 法令によって廃止された。登録婚主義へ
の再転換は 1936 年スターリン憲法が制定された時期に開始されたのである。事実婚主義の



























 こうして 44年 7月 8日のソ連邦最高会議の幹部会令として多産の母親や母子家庭の母親
に対する国家の援助拡大、母性の保護、児童の保護及び強化、「母親英雄」の名誉称号、「母








        Декреты Советской власти. Том3. 1964 
（２） 『両性関係と階級闘争』全ロシア中央執行委員会刊行所、１９１９年、モスクワ、
５９ページ。 
        Отношение между полами и классовая борьба, стр.59, Изд. Всероссийского 
центрального исполнительного комитета советов Р. И. К. депутатов М. стр. 
59-60 




（６） Речь Пасынковой 3 сессия ВЦИК Х2 созыва 1926 г., стр. 690 
（７） Коллонтай А. М. Брак и быт, РС 1926 Номер 5 стр. 371 
       
（８） См. Определение ГКК ВС по делу, Номер 36981 СП РСФСР, 1928г., Номер 21, 
стр. 6-7 『社会主義と婚姻の形態』８０～８１ページ。（森下敏男著 有斐閣刊） 
              
（９） См. Ростовский И. А. Новый закон о браке, семьёй опеке и вопросы о практике, 
ЕСЮ,, 1926, Номер48, стр. 1348.；Бранденбургский Я.Н., К дискуссии о 
проекте брачного и семейного кодекса, ЕСЮ, 1925, Номер 46, стр.1414- 
Копалом П., По поводу проекта брачного и семейного Кодекса, РС, 1926. 
          
（１０）Радзинский Г., Вопросы действующего семейного права, ЕСЮ., 1922 г., Номер 
18, стр. 4-5.  
        
（１１）森下敏男著『社会主義と婚姻形態』１１９～１２０ページ。 
       
（１２）Постановление о запрещении абортов, увеличении материальной помощи 
роженицам, установлении государственный помощи многосемейным, 
расширении сети родильных домов, детских яслей и садов, усилении 
уголовного наказания за неплатеж алиментов и о некоторых изменениях в 
законодательстве о разводах, (17) СЗ СССР 1936 г. Номер 34, стр. 309. 
 
（1３） Указ Президиума Верховного Совета СССР от июня 1944г., об увлечении  
Государственной помощи беременным женщинам, многодетным и одиноким 
Матерям, усилении почетного звания ≪мать-героиня, ≫и учреждении 
ордена ≪Материнская слава≫ и ≪медали медаль материнства≫. 
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 註 
（１） А. М. Коллонтай, Новая мораль и рабочий класс, 1918, стр. 36. 
（２） Генкин Д. М. и др., История Советского и гражданского права,1949 г., стр. 
433. 
（３） Генкин Д. М. и др., Указ. соч., 1949, стр.431-491. 




































     新・旧の生活様式 表                   （単位：時・分） 
 家事 休息 睡眠 
夫 ２．０８ ３．２７ ７．５９ 
妻 ５．１２ ３．２１ ６．４４ 
Старый и новый быт 1927, стр.75-76 より抜粋。 
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またカプースチナの言によれば、家事労働は７０年代でも平均して女性は週３５時間、
男性週 13 時間から 14 時間といわれ、この週３５時間という女性の家事労働に費やす時間
は単純に計算すれば上記に掲げた 20 年代の女性の一日の家事時間 5.12 を 7 日間継続した
時間数にほぼ匹敵する時間数であり、1920 年半ばより、50 有余年の時間的経過を経ても、
少しも変わらぬ女性による家事労働時間数とは一体何事か？と問いたい。女性が約男性の
2.5 倍以上も家事労働に追われている事実が明らかであり、さらに 89 年には状況はもっと





























































































































女性の政治権力からの疎外は 50 年代から 60 年代にかけて継続していった。この政治権
力からの疎外は党が準備した決定を形式的に承認するだけの国家権力の架空の機関への女
性選出のオープンにされていない割当数をカモフラージュしたのである。 60年代の初頭か































        
 註 
（１）Н. И. Татаринова, Указ. Соч., стр.103-104 
（２）Н. И. Татаринова, Применение труда женщин в народном хозяйстве СССР, 
Наука, Москва 1979, стр.11 
（３）Григоров и С. Шкотов, Старый и новый быт , 1927, стр.75-76 
（４）Karl Marx-Friedrich Engels, Werke，Bd．21，1962，SS75‐76． 
エンゲルス著 戸原四郎訳『家族・私有財産・国家の起源』岩波文庫、９７ページ
－９８ページ 
（５）Karl Marx-Friedrich Engels, Werke, Bd. 21, 1962, S.158, S.75 エンゲルス著、戸
原四郎訳前、前掲書、２１５ページ 
（６）А. М. Коллонтай, Семья и Коммунистическое государство, 1920, стр. 12, 13. 
（７）А. М. Коллонтай, Семья и Коммунистическое государство, 1920, стр. 13.   
（８）А. М. Коллонтай, Семья и Коммунистическое государство, 1920, стр. 13. 
（９）Vg・Marx-Friedrich Engels, Werke, Bd. 21, 1962, S.75． 
エンゲルス著、戸原四郎訳、『家族・私有財産・国家の起源』岩波文庫９７頁 
（１０）Феминизм-Восток, Запад, Россия, М., Наука, Издательская фирма-Восточная 
литература, 1993-243стр. стр.220 
（１１）Там же с. 220. 
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第１５章 プーチンの少子化対策 
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人口減少問題 















体制崩壊から 10 年位経った 2000 年以降、社会もいくらか安定し、高い経済成長が続く
ようになるなかで、出生率と死亡率に大きな改善が見られてもよさそうであったが、現実に
は、出生率の上昇はさほどでもない。合計特殊出生率（１人の女性が一生の間に生む子供の








    
母親資本はロシアの人口減少をすくうか 
もっとも注目を集めた母親資本は、12 月 29 日付連邦法第 256 号「子供を有する家族に対
する国家支援の追加策」によって、法制化された。それによると、この母親資本は、2007
年１月１日以降に２人目以上の子供を出産した母親が、出産３年後に受け取ることができる
資本である。受取額は 25 万ルーブルで、生涯で１回限り受け取ることができる。  
今後のロシアにおける人口予測は残念ながら余り思わしくない。 20 歳から 25 歳の女性
人口は多く、さまざまな人口増加策により今後 10 年間は効を奏するであろう。しかし 16
歳以下の女性の人口は極端に低いので 10数年後には深刻な減少状態になることは目にみえ
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ている。ロシア統計局では 10 年間は 14000 万人。10 数年後 再び減少傾向。2031 年 13900



















2006 年６月 20 日の安全保障会議において、「2025 年までのロシア連邦の人口政策構想」
を策定することが決められた。その後、メドヴェージェフ首相を中心に作成作業が進められ、




第２段階：2011～2015 年 →人口動態の安定化。2016 年の目標は次の通りである。  
人口を１億 4,200 万～１億 4,300 万人で安定化させる。  
2006 年と比べて、合計特殊出生率を 1.3 倍に引き上げ（1.69 人程度となる）、 
第３段階：2016～2025 年 →移民の増加も計算にいれ、人口を 1 億 4,500 万人にまで増加
させる。  
2006 年と比べて合計特殊出生率を 1.5 倍に引き上げ（1.95 人程度となる）、死亡率を






























沿海州地域別移民の数は極東に来たものは 7035 人で極東を引き揚げたものは 6483 人で統
計的に残留したものは僅かに 552 人である。それでも 7035 人という数は、APEC を目指し
てプーチンの掛け声でルースキー島開発の為に呼び寄せられた数で引き上げたものより一
応プラスになっているが、2010 年の統計では来たもの 3569 人，引き揚げたもの 3830 人で
残留は統計上わずか 261 人になっている。さらに住民として登録した人数を調べると 2011
年では3341人が登録し、そのうち引き揚げたものは3667人で滞留者はマイナス326人で、




年間 30 万人ずつの移民の増加を考慮しているか甚だ疑問に思わざるを得ない。 
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図表１  ロシア連邦管区地方ごとの沿海地方における地域間人口動態 
Межрегиональная миграция в Приморском крае 
по территориям федеральных округов РФ      
 
 2011 2010 
合  計 内訳：住所登録済み 住所登録済み 
来た人々 去った人々 来た人々 去った人々 来た人々 去った人々 
全 人 口 
内  訳： 
15314 20718 7375 14160 7357 14843 
中央連邦管区 1511 4099 706 3071 632 3418 
北西連邦管区 702 2346 330 1637 401 1607 
南連邦管区 832 2327 407 1754 413 1446 
北カフカス連邦管区 468 356 211 276 182 358 
沿ヴォルガ連邦管区 1307 1648 688 1245 559 1402 
ウラル連邦管区 515 729 247 519 278 549 
シベリア連邦管区 2944 2730 1445 1991 1323 2233 
極東連邦管区： 7035 6483 3341 3667 3569 3830 
サハ共和国 
（ヤクーチヤ）  
396 174 131 100 142 118 
ハバロフスク地方 2630 3799 1420 2153 1484 2104 
アムール州 1312 732 679 572 792 635 
カムチャツカ地方 1071 475 449 298 349 389 
マガダン州 190 135 78 77 105 82 
サハリン州 1063 918 421 302 491 319 
ユダヤ自治州 311 169 127 132 173 151 
チュクチ自治管区 62 81 36 33 33 32 
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ДЕМОГРАФИЧЕСКИЙ ЕЖЕГОДНИК ПРИМОРСКОГО КPАЯ 2012 (С.78) 
沿海地方の人口動態年鑑（78 頁） 
 
（2012 年の沿海州地方の人口動態年鑑）この図表１を見ると 2011 年に沿海州に来たもの
←左より沿海州から出ていったものが、右表の沿海州に入ってきたものより多いことが分か
る。 
ロシア連邦統計局は 2025 年までの人口予測をし、2016 年のロシアの人口は１億 3,749
万人、2025 年は１億 3,429 万人とみている。政府目標は、この予測と比べると、2016 年に
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たので一部紹介する。項目は全部で 31 項目、筆者が注目したのはこのうち、1)医療施設と
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図表 2  母親死亡率  
 
 年 母親死亡率 
ロシア 2009 22.0 
オーストラリア 2006 3.4 
オーストリア 2008 2.6 
アゼルバイジャン 2009 24 
アルゼンチン 2007 47.4 
アルメニア 2009 27 
ベラルーシ 2009 1 
ブルガリア 2008 6.4 
ハンガリー 2008 17.1 
ドイツ 2007 4.1 
フランス 2007 7.6 
スイス 2007 1.3 
ギリシャ 2007 1.8 
デンマーク 2006 7.7 
スペイン 2005 3.9 
イタリア 2007 2.3 
カザフスタン 2009 37 
カナダ 2004 5.9 
キルギス 2009 63 
ラトビア 2008 8.4 
メキシコ 2006 55.2 
日本 2008 3.8 
 
ЖЕНЩИНЫ И МУЖЧИНЫ РОССИИ 2010 ИНФОРМАЦИОННО-ИЗДАТЕЛЬСКИЙ  
 (С. 268) 
ロシアの女性と男性 2010 情報－出版 （268 頁） 








































ЖЕНЩИНЫ И МУЖЧИНЫ РОССИИ  2010  ИНФОРМАЦИОННО-ИЗДАТЕЛЬСКИЙ  
(С.81) ロシアの女性と男性 2010 情報－出版 （81 頁） 
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図３ 女性による避妊の採用 

















ЖЕНЩИНЫ И МУЖЧИНЫ РОССИИ  2010  ИНФОРМАЦИОННО-ИЗДАТЕЛЬСКИЙ  
(С.81) 















 ロシアでは妊娠 12 週目までは無料で中絶できる。その後は、医師の所見と女性の社会的
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立場次第（年齢、境遇など）となるが、これも抜け穴がある。私立病院に行けば、「お金さ
え払えば、どんなわがままでもかなえてくれる」のだ。 こういう状況を踏まえてウリヤー





















В России бытует мнение, что женщина должна играть 4 роли: жена, мать, 







６）Как думаете, должен ли супруг взять на себя половину работы по воспитанию 








 プーチンの 2025 年までの極東発展戦略プランが立てられたことはすでに記述した。その
三点にしぼられた三つのプランのうち、（①インフラ、交通網の整備、資源開発により北東










ДЕМОГРАФИЧЕСКИЙ ЕЖЕГОДНИК ПРИМОРСКОГО КPАЯ 2012  
СТАТИСТИЧЕСКИЙ СБОРНИК ВЛАДИВОСТОК 
ЖЕНЩИНЫ И МУЖЧИНЫ РОССИИ 
СТАТИСТИЧЕСКИЙ СБОРНИК, МОСКВА 2010 
2010 ИНФОРМАЦИОННО-ИЗДАТЕЛЬСКИЙ ЦЕНТР «СТАТИСТКА РОССИИ» 
МАТЕРИНСКИЙ КАПИТАЛ, А. ГУСЕВ изд. ФЕНИКС, РОСТВ-НА-ДОНУ 2012 
 
ВСЕ О МАТНРИНСКОМ КАПИТАЛЕ: КАК ЕГО ПОЛУЧИТЬ И ИСПОЛЬЗОВАТЬ 
РОССИЙСКАЯ ГАЗЕТА, Т. А., МАСЛОВАЯ 2011 
   
РАЗРАБОТКА ТЕМЫ, КОММЕНТАРИИ И РАЗЬЯСНЕНИЯ НАЛОГОВОГО 
ЭКСПЕРТА 
Т. А. МАСЛОВОЙ 
 - 140 - 





































































これからの時代は AI と IoT の時代である。男女の身体的能力に関係なく、知力と創造力、オリ
ジナリティを競い合う時代である。今後、ジェンダーに関係なく人と人がお互いに尊重し合い、
わかり合う社会のほうが幸せなのではあるまいか。 
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        ロシア語文献   
 
"Бери и Гаага" (о значении женских конференций)  ("Social-Demokraten", 29. IV. 1915) 
"Брак и быт" ("Рабочий суд", No.5, 1926 г.) 
"Брак, женщины, алименты" ("Экран", 6.Ⅱ. 1926 г.)  
"В. И. Ленин и первый съезд работниц" (сб. "О В. И. Ленине. Воспоминания", 1900 - 1922 гг. М., 
1963 г.,  а также в кн. А. М. Коллонтай "Из моей жизни и работы",  М. 1974) 
"Важный пробел" (о привлечении женщин в профдвижение) - "Правда", 5(18)V. 1917 г. 
"Великий борец за право и свободу женщины" (Память об Августе Бебеле, 1913) 
"Всероссийское совещание коммунистов" ("Известия", 28. XI. I920 г.) 
"Вторая женская международная социалистическая конференция" ("Социал-демократ", No.17, 
1910 г.) 
"Вторая международная конференция коммунисток" ("Избранные статьи и речи", 1972) 
"Два течения" (по поводу 1-ой международной женской социалистической конференции в 
Штутгарте). ("Современный мир", октябрь 1907 г.) 
"Дворец материнства горит" (там же) 
"Демонстрация солдаток" ("Правда", 12(25), IV, 1917 г.) 
"День работниц - день победы и борьбы"  ("Коммунар", No.50, 1920 г.) 
"Деятельность российского народного комиссариата социального обеспечения" (1919 г.) 
("Государственное обеспечение", 1959, No.10) 
"Дорога крылатому эросу" ("Молодая гвардия", No.3, 1923 г.)  
"Еще одна победа коммунисток" (о первой Московской губернской конференции женщин). 
("Известия", 14. Ⅶ. 1920 г.) 
"Женская конференции и Ⅲ Интернационал" ("Moscow", июнь, 1921 г.)  
"Женские батальоны" (" Работница", No.6, 1917 г.) 
"Женский день" (А. М. Коллонтай. "Избранные статьи и речи" М., 1972)  
"Женское рабочее движение" ("Наша заря",  No.2, 1913 г.) 
"Женщина-работница на первом феминистском съезде в России" ("Голос социал-демократа", 
No.12, 1909 г.) 
"Женщины - борцы в дни Великого Октября" ("Избранные статьи и речи", 1972) 
"Женщины в Семнадцатом году" ("Работница", No.31, 1937 г.) 
"Задачи и права работниц в Советской России" ("Известия", 26Х. 19I8 г.) 
"Задачи отделов по работе среди женщин" ("Избранные статьи и речи") 
"Задачи съезда по борьбе с проституцией" ("Возрождение", No.5, 1910 г.) 
"Защита материнства" ("Наша заря", No.9, 1913 г.) 
"И в России будет женский день" ("Избранные статьи и речи", 1972)  
"Интервью А. М. Коллонтай с норвежским драматургом и поэтом Н. Григом по вопросам семьи, 
брака и морали в Советском Союзе" ("Veien Frew", No.l, 1936) 
"Итоги второй международной женской социалистической конференции" ("Наша заря", No.8-9, 
1910 г.) 
"Итоги съезда по борьбе с проституцией" ("Социал-демократ", No.14, 1910 г.) 
"К истории движения работниц России", 1920 г. 
"К предстоящей конференции организованных работниц в Вене" ("Новая рабочая газета", 8 
декабря 1913 г.) 
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"К социалистическим женщинам всех стран" (обращение) ("Стромклокен", 14. XI. 1914) 
"Как борются работницы за свои права", 1919 г. 
"Как и для чего созван был I Всероссийский съезд работниц" ("Избранные статьи и речи") 
"Как мы созывали первый Всероссийский съезд работниц и крестьянок" ("Коммунистка", No. l 
1, 1920 г.) 
"Как надо работницам готовиться к учредительному собранию?"  ("Рабочий путь", 14(27). Х. 
1917 г.) 
"Клара Цеткин ("Правда", 25. Ⅸ.1920 г.) 
"Классовая война и работницы" ("Коммунистка", Мо.5, октябрь 1920 г.) 
"Кого потеряли работницы? (памяти Я. М. Свердлова)",  ("Избранные статьи и речи", 1972) 
"Коминтерн и вторая международная конференции коммунисток" ("Коммунистка". No.12-13, 
1921 г.) 
"Коммунизм и семья" 
"Конференция работниц и партийные районы" ("Рабочий путь", 21.Х (З.Х1) 1917 г.) 
"Красная Роза" (о Розе Люксембург).  ("Вестник жизни", No.5, 1919 г.) 
"Крест материнства и Советская республика" ("Избранные статьи и речи", 1972) 
"Ленин и работницы в 1917 году" ("Работница", No.l, 1946 г.) 
 "Международная женская конференция" ("Наша рабочая газета", 30 мая 1914 г.)  
"Международная женская социалистическая конференция в Берне"  ("Наше слово", 7-8. IV.  
"Международные задачи женского дня" ("Северная рабочая газета", 18. 2. 1914 г.)  Задачи 
"Листка работницы" ("Листок работницы", No.1, 25 мая 1914 г.)  
"Международные социалистические совещания работниц", 1918 г. 
"Международный день работниц", 1921 г. 
"Мораль, как форма классового господства и классовой борьбы" ("Молодая гвардия", No.6-7, 
1922 г.)  
"На нашей линии огня" ("Правда", 7(20) и 9(22) V. 1917 г.) 
"Наш праздник и наши задачи" ("Правда". 8.Ш.1920 г) 
"Наши задачи" ("Избранные статьи и речи", 1972) 
"Не 'принцип' , а 'метод' " ("Правда", 20.Ⅲ. 1923 г.)  
"О 'Драконе' и 'Белой птице' "  ("Молодая гвардия", No.2, 1923 г.)  
"О Международной конференции женщин-социалисток в Копенгагене" (ж. "Женщины мира",  
М., 1974, No.l) 
"О новом законе о семье и браке"  ("Натиск", 8. Ⅲ. 1926 г.)  
"О профдвижении в России, об издании жур. 'Работница'" ("Die Gleichheit", N 19, 1911) 
"Об организации работниц в России" ("Голос социал-демократа", No.10-11, 1909 г.) 
"Об охране материнства и младенчества" (постановление народного комиссариата 
государственного призрения). ("Известия", 19(6)Ⅱ. 1918 г.) 
"Общество и материнство", 1916 г., 1921-1922 г. 
"Организация работниц и право на свободу женщины" ("Луч", No.127, 1913 г.)  
"Памяти В. Ф. Комиссаржевской" ("Красная новь", No.2, 1930 г.) 
"Памяти Надежды Константиновны Крупской"  ("Избранные статьи и речи", 1972) 
"Первая и вторая международные конференции коммунисток" ("Коммунистка", 1921 г.) 
"Первая конференция работниц" ("Рабочий путь", 26.Х(8.Х1) 1917 г.) 
"Первая международная конференция коммунисток" ("Избранные статьи и речи", 1972) 
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"Первое Всероссийское совещание работниц" ("Правда", 5 октября 1918 г.) 
"Первое совещание крестьянок–делегатов Тульской губернии" (там же) 
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